




































































まった点である。福島県では 1892 年調査時の数字で，林野総面積 97.5 万
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表 1 東白川郡内における各村所在国有林野の施業計画（1936 年)
(注) 本表には東京営林局作成の調査書記載の村を掲示した。
















































表 2 と図 124)を参照しながら概観していきたい。鮫川村の林野所有の分布
については，官有山林原野（県管轄）・官林（農商務省山林局管轄）のウエイ
トが大きいことがまず確認できる。米生産については，村全体の反収が
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あるが，村内の保有馬数は，表 2 にある通り 1898 年 1,737 頭あったもの
が，1901 年には 1,229 頭，1916 年 1,303 頭，1933 年 1,363 頭と推移した
（1898 年から 1901 年への激減の理由は不明である）。産馬動向（統計数字のない
場合は村内馬糶での出陳頭数）については，1898 年 471 頭，1914 年 434 頭，


























渡瀬区内の総馬匹数は，1898 年 337 頭あったものが（表 2 参照），1934
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馬主合計 94 2 2 5 4
118 頭





5頭 3 1 2
42174頭
3頭 18 2 1 3 2
11382頭
1916 年戸数割等級別の内訳(名)










（大正 5）年 7 月の馬主 94 名の所有頭数調査の結果と，その各馬主の同年
の戸数割等級の突合結果を示したものである。本表をみると，等級下層














用）50 反，放牧（150 日間）6.1 町）が必要になる。他方，馬の消費草量が
小さく，1 反当たり青草収穫量が多い馬産地では，最小の土地（採草（120
日間）10 反，放牧（150 日間）1.3 町）で済む。1912 年調査による渡瀬区
「現在及将来使用放牧地・採草地・馬匹調査表」によれば，渡瀬区では，
相対的に地味の悪い土地環境で，馬が比較的多量の青草を消費するとの判
断がなされていた。この判断をもとに，1 頭 120 日間の舎飼用の採草地の
所要面積は 24 反，1 頭 150 日間の放牧所要面積は 3.0 町とされていた32)。
そのうえで渡瀬区では，馬産に必要な土地利用を国有林野上で独自に行っ
ていた。
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積が 9 反，越虫が 18 反，青生野が 5 反，それぞれ申請がなされているの
みである。言い換えると，こうした渡瀬区での無許可採草を典型例として，
鮫川村では国有林野の畜産向け利用が自治的に行われていたことになる。






の全体結果は，合計 59 名の馬主（所有馬頭数 149 頭）が，この放牧願書に
名を連ねているという結果であった。
右のうちで，まず経済的下層（表 3 の戸数割等級 9 等〜等級外）の者が圧
倒的であった 1 頭馬主層については，14 名の馬主中，放牧願への登載者
が 10 名おり，大半の者が国有林野への放牧に依存しながら，馬産に従事
していたことが分かる。2 頭馬主層は，表 3 では等級 7 等の者を含めた中
間層から下層まで幅広い馬主を含んでいたが，この層の 28 名の馬主中，
26 名が放牧願書に登載されていた。したがって，この願書との突合せ後
の分母である 59 名中でみると，願書に名を連ねる 1・2 頭馬主層が 36 名
おり，それらの所有馬頭数分で 62 頭に達するという結果になる。
次に 3・4 頭馬主層については，その中心は表 3 の等級で 5 等〜8 等の
者が主であるが，この層の馬主数 23 名中，放牧願書への登載者は 19名お
り，この 19 名分の所有馬頭数が 61 頭になる。残る 5〜8 頭馬主層につい
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3) 秋山智英『国有林経営史論』日本林業調査会，1960 年，229 ─ 231頁。
4) 林野庁経済課『林野面積累年統計─（明治 13 年─昭和 40 年）─』1971
年。
5) 秋山『国有林経営史論』108頁。同書同頁によると，1924 年の施業案では，



















いえない。Totman, Conrad. Japan’s Imperial Forest Goryorin, 1889-1946: With
a Supporting Study of the Kan/Min Division of Woodland in Early Meiji Japan,



















12) 笠井恭悦「明治期の林業」福島県編『福島県史 第 19 巻 各論編 5 産
業経済 2』1971 年，478頁。
13) 松沢「明治前期の県庁と森林・原野」150 ─ 153 頁。
14) 庄司吉之助『福島県山林原野解放運動史』福島県国有林野開放期成同盟会，
1966 年，36 ─ 39頁。










23) 笠井恭悦「明治期の林業」534 および 536頁。
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